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1:00 p.m. - 1:10 p.m. 　開会挨拶　ピーター・ズ （ーC.V. スター東アジア図書館長）
 ロバート キャンベル（国文学研究資料館長）
1:10 p.m. - 2:10 p.m. ¦ Part A: 仏書について On Buddhist Texts




2:10 p.m. - 3:10 p.m. ¦ Part B: 写本について On Manuscripts




3:20 p.m. - 4:20 p.m. ¦ Part C: 刊本について On Printed Books
「刊本を筆写した写本について : UCB 東アジア図書館三井文庫蔵本を用いて」
入口敦志（国文学研究資料館教授）
「〈刊本の書誌学〉刊記と刊・印・修 : UCB 東アジア図書館三井文庫蔵『百人一首像讃抄』を例として」
神作研一（国文学研究資料館教授）
4:20 p.m. - 4:30 p.m. ¦ Special Introduction
「〈ないじぇる芸術共創ラボ〉の紹介」
小林健二（国文学研究資料館副館長）
5:00 p.m. – 7:00 p.m. ¦ Keynote Address (Morrison Library)





































































































































































































































日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
1 2 1 2 1 2 3 4 5 6
3 4 5 6 7 8 9 3 4 5 6 7 8 9 7 8 9 10 11 12 13
10 11 12 13 14 15 16 10 11 12 13 14 15 16 14 15 16 17 18 19 20
17 18 19 20 21 22 23 17 18 19 20 21 22 23 21 22 23 24 25 26 27
24 25 26 27 28 / 25 26 27 28 29 30 28 29 30
●開館：9 ：30〜18 ：00　　●請求受付：9 ：30〜12 ：00，13 ：00〜17 ：00　　●複写受付：9 ：30〜16 ：00
ただし、土曜開館日は、





閲覧室カレンダー　2019 年 2 月〜 2019 年 4 月
24
31
展示スケジュール（2 月～ 4 月）
通常展示「和書のさまざま」
　会期　2019年1月15日（火）～9月14日（土）
※休室日
日曜・祝日、展示室整備日
◆詳細は当館 WEB ページをご確認ください。
大学支援「国文研でゼミを」　大学教員の皆様へ
　国文学研究資料館のゼミ室で、豊富な所蔵資料を利用しながらゼ
ミや講義を行うことができます。
※ 学部・大学院で行っている日本文学や日本史の授業が対象となり
ます。
◆詳細は当館 WEB ページをご確認ください。
表紙絵資料紹介
『かみよ物語絵巻貼付屏風』六曲一隻　（152.0×332.0cm）
　『かみよ物語』絵巻の後半を裁断して屏風に貼り付けたもので、一扇に二紙ずつ全部で十二紙が貼られる。内訳は
挿絵が六枚で詞章部分が六枚であり、各紙の縦の寸法は34.5cm で大型の絵巻であったことが知られる。一紙の幅は
22.7から37.6cm と一定ではない。近年、国文学研究資料館に収蔵された。
　『かみよ物語』は、『日本書紀』に語られる海幸山幸神話を物語草子にしたもので、彦火々出見尊の龍宮訪問譚と豊
玉姫との神婚譚、干珠満珠による火闌降命の懲らしめと位譲り、そして鵜戸の産屋において豊玉姫が鵜羽葺不合尊
を出産するまでの神話を物語絵にしたもの。表紙に掲載した図は、彦火々出見尊が龍王から譲られた干珠と満珠で
兄の火闌降命を懲らしめる場面である。
　伝本としては、室町後期の書写と推定される岩瀬文庫本をはじめに七本が確認できるが、これらは絵巻の形態で
伝わっており、ほぼ江戸初期までの書写と見られる。
諸本の本文は二つの系統に分かれるが、それほど大き
な異同箇所はなく、挿絵においても異なった図柄が入
り込むことはない。
　本屏風に貼られた絵巻は、残された詞書から岩瀬文
庫本の系統に属し、画風からは個人蔵の一本に近い。
製作された時期は江戸初期頃と思われる。ともあれ、
新しい『かみよ物語』絵巻の出現であり、この物語絵
が江戸初期に複数作られており、流布していたことが
うかがえよう。 （小林　健二）
国文研ニューズNo.54
